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は
じ
め
に

　

日
本
創
生
会
議
が
発
表
し
た「
増

田
レ
ポ
ー
ト
」に
、
８
９
６
の
消
滅

可
能
性
都
市
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
全

国
の
自
治
体
は
少
子
化
と
高
齢
化
が

同
時
に
進
行
し
、
急
激
に
人
口
が
減

少
す
る
と
い
う
危
機
的
な
状
況
の
中
、

極
め
て
難
し
い
舵
取
り
を
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
動
き
を
受
け
、国
は「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」を
制

定
し
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
地
方

創
生
に
取
り
組
む
こ
と
と
さ
れ
ま
し

た
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、
行
政
、
住
民
、

団
体
、
事
業
者
な
ど
の
知
恵
を
結
集

し
、
総
力
を
上
げ
て
人
口
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
、
笑
顔
と
希
望
の
あ
ふ

れ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
を
築
い
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

特
に
、
少
子
化
対
策
は
、
人
口
減

少
や
高
齢
化
の
進
行
を
抑
制
す
る
う

え
で
避
け
て
は
通
れ
な
い
、
根
幹
と

な
る
取
り
組
み
で
す
。

　

私
は
、
か
ね
て
か
ら「
人
口
減
少
」、

「
少
子
化
」問
題
に
真
っ
向
か
ら
取
り

組
み
、「
子
育
て
・
教
育
は
河
南
町

で
！
」と
言
わ
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
、

保
育
園
の
充
実
に
よ
る
待
機
児
童
解

消
や
切
れ
目
の
な
い
子
育
て
支
援
を

積
極
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

昨
年
９
月
に
は
、
中
学
校
に
お
い
て

完
全
給
食
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、

新
体
育
館
が
完
成
し
、
教
育
施
設
の

耐
震
化
率
１
０
０
％
を
達
成
い
た
し

ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
引
き
続
き

継
承
発
展
さ
せ
、
な
お
一
層
子
ど
も

を
産
み
育
て
や
す
い
環
境
の
創
出
や

教
育
環
境
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

安
全
・
安
心
の
取
り
組
み
も
、
人

口
定
着
を
図
る
う
え
で
非
常
に
重
要

で
す
。
こ
れ
ま
で
も
、
消
防
広
域
化

の
実
現
な
ど
総
合
的
な
危
機
管
理
能

力
の
向
上
や「
ふ
れ
あ
い
の
湯
」に
代

わ
る
新
た
な
浴
場
の
開
設
、
買
物
支

援
な
ど
の
地
域
公
共
交
通
の
新
た
な

仕
組
み
づ
く
り
な
ど
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
後
と
も
、
高

齢
者
を
は
じ
め
、
す
べ
て
の
住
民
が

健
康
で
安
全
・
安
心
に
暮
ら
し
て
い

け
る
ま
ち
と
な
る
よ
う
全
力
を
尽
く

し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

平平
成
2727
年
度
年
度
の
取
り
組
み

取
り
組
み

平
成
27
年
度
の
取
り
組
み

　

第
四
次
総
合
計
画
の
将
来
像「
豊

か
な
自
然
と
文
化　

と
も
に
創
る
笑

顔
あ
ふ
れ
る
元
気
な
ま
ち
」の
実
現

に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
き
ま
し
て
、

総
合
計
画
の
施
策
体
系
を
ふ
ま
え
、

当
初
予
算
と
一
体
で
編
成
す
る
前
年

度
３
月
補
正
予
算
の
内
容
を
含
め
て

紹
介
し
ま
す
。

「
一
人
ひ
と
り
が

「
一
人
ひ
と
り
が

      

輝
く
ま
ち
づ
く
り
」

輝
く
ま
ち
づ
く
り
」

■
人
権
尊
重
・
平
和
の
推
進

・ 

啓
発
冊
子
の
作
成
な
ど
に
よ
る
人

権
啓
発
や
人
権
相
談

・ 

平
和
を
考
え
る
町
民
の
集
い
や
平

和
バ
ス
ツ
ア
ー

■
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

・ 

各
種
講
座
や
男
女
共
同
参
画
ニ

ュ
ー
ス
な
ど
を
通
じ
た
啓
発
活
動

■
国
際
交
流
の
推
進

・ 

英
語
指
導
助
手
の
配
置（
小
学
校

に
2
名
、
中
学
校
に
1
名
）

○拡 

中
学
生
の
海
外
派
遣
事
業

　

☟ 

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
異
文
化
体

験
の
定
員
を
倍
増

○ 新 
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ
の

実
施

　

☟ 

夏
休
み
に
葛
城
山
で
１
泊
２
日

の
英
語
漬
け
キ
ャ
ン
プ
を
実
施

■
生
涯
学
習
の
支
援

・ 

大
阪
芸
術
大
学
と
の
共
催
に
よ
り

講
座
を
実
施

○ 新 

近
つ
飛
鳥
博
物
館
と
の
共
催
講

座
を
実
施

　

☟ 

博
物
館
学
芸
員
に
よ
る
講
座
。

お
楽
し
み
に
！

○ 新 

中
央
公
民
館
や
同
図
書
室
の
移

転
に
向
け
た
実
施
設
計

○ 新 

図
書
シ
ス
テ
ム
の
更
新

■
文
化
・
芸
術
の
振
興

・ 

ぷ
く
ぷ
く
サ
ン
デ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

の
実
施

■
歴
史
的
風
土
の
継
承

○  新 

慈
雲
生
誕
三
百
周
年
記
念
事
業

　

☟ 

平
成
29
年
度
の
実
施
に
向
け
た

事
前
調
査
の
実
施

■ 

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

活
動
の
推
進

・ 

ダ
イ
ト
レ
ハ
イ
キ
ン
グ
、
ア
ウ
ト

ド
ア
ヨ
ガ
な
ど
の
実
施

・ 

か
な
ん
ぴ
あ
温
水
プ
ー
ル
の
一
般

開
放（
８
月
の
月
曜
日
）

■
情
報
化
の
推
進

○ 新 

さ
ら
な
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
の
検

討
■
心
豊
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成

・ 

地
区
集
会
所
へ
の
冷
暖
房
機
設
置

補
助

平成27年度　施政運営方針要旨
　武

た け

田
だ

勝
よ し

玄
は る

町長は、３月定例議会で平成27年度の施政運営方針を
発表しました。
　住民の皆さんとの協働のもと、町の総力をあげて地方創生に取り
組んでまいります。

22015.4



区
４
ク
ラ
ブ
）の
運
営
支
援

○拡 

心
理
相
談
員
の
配
置

　

☟ 

心
理
相
談
員
を
増
員
し
、
発
達

障
が
い
に
関
す
る
サ
ポ
ー
ト
を

充
実

・
子
ど
も
の
医
療
費
の
助
成

　

☟ 

通
院
・
入
院
と
も
、
中
学
校
修

了
前
ま
で
助
成

・
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
の
助
成

・
小
児
救
急
医
療
の
実
施

・ 

母
子
保
健
事
業（
妊
婦
等
健
診
、

育
児
相
談
、
各
種
教
室
の
実
施
）

■
教
育
の
充
実

・ 

町
立
幼
稚
園
で
の
３
歳
児
保
育
や

小
学
校
統
合
の
検
討

・ 

幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
で
完

全
給
食
を
実
施

○ 新 

中
学
校
の
教
室
に
エ
ア
コ
ン
を

設
置

○拡  

使
え
る
英
語
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業

　

☟ 

中
学
校
全
生
徒
が
英
語
検
定
に

チ
ャ
レ
ン
ジ

○ 新 

小
学
校
の
学
校
図
書
館
に
司
書

を
配
置

　

☟ 

司
書
を
活
用
し
た
国
語
力
な
ど

学
力
の
向
上

・
幼
稚
園
で
の
放
課
後
預
か
り
保
育

・
英
語
子
育
て
支
援
事
業

　

☟ 

幼
稚
園
・
保
育
園
の
4
・
5
歳

児
を
対
象
と
し
た
英
語
教
室

「
子
ど
も
た
ち
の

「
子
ど
も
た
ち
の

　　
  

笑
顔
あ
ふ
れ
る

笑
顔
あ
ふ
れ
る

　
　
　

ま
ち
づ
く
り
」

　
　
　

ま
ち
づ
く
り
」

■
子
育
て
支
援
の
充
実

・ 

２
園
体
制
に
よ
る
多
様
な
保
育
の

実
施

　

☟ 

延
長
保
育
や
病
後
児
保
育
、
障

が
い
児
保
育
な
ど

○拡 

３
人
っ
子
応
援
事
業

　

☟ 

18
歳
以
下
の
子
が
３
人
以
上
い

る
世
帯
に
つ
い
て
、
保
育
園
・

幼
稚
園
に
通
う
第
３
子
以
降
の

保
育
料
を
無
料
に
！

○ 新 

す
く
す
く
育
て
よ
う
新
応
援
事

業

　

☟ 

18
歳
以
下
の
子
が
２
人
以
上
い

る
世
帯
に
つ
い
て
、
保
育
園
・

幼
稚
園
に
通
う
第
２
子
の
保
育

料
を
半
額
に
！

・
子
育
て
支
援
の
取
り
組
み

　

☟ 

子
育
て
セ
ン
タ
ー（
お
や
こ
園
）

を
中
核
に
、
親
子
の
交
流
促
進
、

子
育
て
教
室
、
遊
び
の
教
室
、

育
児
相
談
な
ど
を
実
施

・ 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ（
各
小
学
校

■ 

家
庭
と
地
域
に
お
け
る
教
育
機
能

の
充
実

・ 

Ｃ
Ａ
Ｐ（
子
ど
も
へ
の
暴
力
防
止
）

プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
の
実
施

・ 

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
の
配

置
■
青
少
年
の
健
全
育
成

・
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
実
施

　

☟ 

放
課
後
や
週
末
に
パ
ン
作
り
や

生
き
物
教
室
な
ど
を
実
施

・ 

青
少
年
指
導
員
連
絡
協
議
会
へ
の

助
成

　

☟
あ
そ
び
の
ひ
ろ
ば
な
ど
の
実
施

「
安
全
で
安
心
し
て

「
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

■
地
域
福
祉
の
充
実

・
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
事
業
補
助

・ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
配
置

・
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
の
改
修

　

☟ 

屋
上
、
外
壁
、
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、

空
調
設
備
な
ど
の
改
修

■
高
齢
者
福
祉
の
充
実

・ 

健
康
づ
く
り
や
生
活
習
慣
病
予
防
、

介
護
予
防
の
一
体
的
推
進

　

☟ 

１
０
０
歳
体
操
を
活
用
し
た
介

護
予
防
の
普
及
な
ど

・ 

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

○ 新 

町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
50
周
年

記
念
事
業
助
成

■
障
が
い
者（
児
）福
祉
の
充
実

・ 

障
が
い
者
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
大

会
の
開
催

・ 

障
が
い
者（
児
）の
日
常
生
活
用
具

の
給
付
、
補
装
具
の
交
付
・
修
理

・ 

地
域
生
活
支
援（
ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
、

日
中
一
時
支
援
、
相
談
支
援
）

・
障
が
い
者
の
自
立
支
援
給
付

■
保
健
・
医
療
の
充
実

○拡  

特
定
健
康
診
査
や
各
種
が
ん
検

診
な
ど
の
実
施

　

☟ 

胃
が
ん
リ
ス
ク
軽
減
の
た
め
、

新
た
に
胃
ピ
ロ
リ
菌
抗
体
検
査

を
実
施

○拡 

各
種
予
防
接
種
の
充
実

　

☟ 

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
、
Ｂ

型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
の
任
意
接
種

費
用
を
助
成　

○ 新 

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業

　

☟ 

健
康
に
取
り
組
み
、
ポ
イ
ン
ト

を
集
め
よ
う
！

■ 

災
害
・
危
機
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

の
推
進

・
自
主
防
災
組
織
の
育
成
・
支
援

・
総
合
防
災
訓
練
の
実
施

・
地
域
版
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成

　

☟
北
加
納
・
平
石
地
区
で
作
成

○ 新 

避
難
所
に
標
示
板
を
設
置

○拡 

住
宅
、
建
築
物
の
耐
震
化
の
促

進

　

☟ 

耐
震
改
修
費
用
助
成
を
40
万
円

か
ら
70
万
円
に
引
き
上
げ

・ 

各
地
区
で
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す

る
費
用
の
補
助

○ 新 

市
町
村
境
界
に
防
犯
カ
メ
ラ
を

設
置

○拡 

地
域
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

育
成
支
援
事
業

・ 

青
色
回
転
灯
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
車

の
地
域
へ
の
貸
与

・ 

地
区
防
犯
灯（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）の
新
設
・

取
替
へ
の
助
成

■
消
防
・
救
急
体
制
の
充
実

・
消
防
事
務
委
託
事
業

○ 新 

新
河
南
分
署
改
修
に
向
け
た
実

施
設
計

○ 新 

フ
ァ
イ
ア
・
チ
ャ
イ
ル
ド
の
結

成

　

☟ 

フ
ァ
イ
ア
・
ジ
ュ
ニ
ア
よ
り
年

少
の
子
ど
も
た
ち
、
集
ま
れ
！

■
消
費
者
保
護
と
雇
用
対
策
の
充
実

・ 

消
費
者
相
談
の
広
域
的
対
応
や
消

費
生
活
に
係
る
啓
発
の
実
施

・ 

求
人
情
報
の
提
供
や
職
業
能
力
開

発
講
座
な
ど
の
就
労
支
援

平成27年度　施政運営方針要旨
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「
快
適
な
生
活
基
盤
の

「
快
適
な
生
活
基
盤
の

充
実
し
た
ま
ち
づ
く
り
」

充
実
し
た
ま
ち
づ
く
り
」

■
快
適
な
道
路
の
整
備

・
集
落
内
道
路
整
備
事
業

　

☟ 

大
宝
地
区
内
や
河
南
橋
山
城
線
、

白
木
神
山
線
な
ど
の
道
路
改
修

○ 新 

道
路
照
明
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

・
橋
梁
長
寿
命
化
事
業

■
地
域
公
共
交
通
の
利
便
性
の
向
上

○拡 

地
域
公
共
交
通
の
活
性
化

　

☟ 

運
行
計
画
の
策
定
や
実
証
実
験

運
行
の
実
施

■
安
定
し
た
水
の
供
給

・
上
水
道
施
設
の
改
良
事
業

　

☟ 

大
宝
低
区
配
水
池
の
耐
震
改
修
、

緊
急
遮
断
弁
の
設
置

　

☟ 

さ
く
ら
坂
高
区
配
水
池
の
電
気

計
装
設
備
の
更
新

　

☟ 

一
須
賀
、
神
山
地
区
に
お
け
る

配
水
管
の
布
設
替
え

■
下
水
道
の
整
備

・
汚
水
管
き
ょ
整
備
事
業

　

☟ 

芹
生
谷
、
馬
谷
、
中
地
区
を
中

心
に
整
備
を
推
進

・
下
水
道
長
寿
命
化
事
業

　

☟ 

大
宝
ニ
・
三
丁
目
に
お
い
て
老

朽
汚
水
管
を
布
設
替
え

■
河
川
の
整
備

・
1
級
河
川「
梅
川
」の
整
備
促
進

・
準
用
河
川
天
満
川
の
改
修

■
交
通
安
全
対
策
の
充
実

・ 
町
道
上
河
内
富
田
林
線
１
号
歩
道

設
置
工
事

　

☟ 

白
木
小
学
校
の
南
側
に
歩
道
設

置
○ 新 

町
道
一
須
賀
大
宝
線
歩
道
設
置

に
向
け
た
実
施
設
計　

○ 新 

道
路
附
属
物
改
修
事
業

　

☟ 

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
、
道
路
照
明
、

標
識
な
ど
の
修
繕

・
Ｚ
ｏ
ｎ
ｅ
30
の
推
進

・
ゆ
っ
く
り
走
ろ
う
か
な
ん
事
業

　

☟
住
民
と
の
法
定
速
度
順
守
契
約

「
美
し
い
水
と
み
ど
り

「
美
し
い
水
と
み
ど
り

　

豊
か
な
に
ぎ
わ
い
の

　

豊
か
な
に
ぎ
わ
い
の

　
　
　
　

  

あ
る
ま
ち
づ
く
り
」

あ
る
ま
ち
づ
く
り
」

■
み
ど
り
の
保
全
と
創
造

○ 新 

岩
橋
山
周
辺
の
ハ
イ
キ
ン
グ

ル
ー
ト
整
備
計
画
の
策
定

・
市
町
村
連
携
事
業

　

☟ 

葛
城
山
を
舞
台
と
し
た
コ
ン

サ
ー
ト
な
ど
の
催
し

・ 

か
な
ん
さ
く
ら
ま
つ
り（
白
木
山

公
園
）

・
公
園
に
年
次
的
に
時
計
を
設
置

■
環
境
保
全
・
美
化
の
推
進

・ 

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
の
開

催
・
か
な
ん
環
境
フ
ェ
ア
の
開
催

■
資
源
循
環
型
社
会
の
形
成

・ 

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
整
備
に

対
す
る
補
助

○ 新 

太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置

　

☟ 

役
場
庁
舎
お
よ
び
農
村
活
性
化

セ
ン
タ
ー

・ 

ご
み
の
減
量
化
や
再
資
源
化
の
推

進
■
美
し
く
魅
力
的
な
ま
ち
の
形
成

・
か
な
ん
桜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

・
観
光
案
内
サ
イ
ン
の
設
置

■
商
工
業
の
振
興

・ 

か
な
ん
ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
開
発
促

進
・ 

小
規
模
企
業
事
業
資
金
融
資
の
信

用
保
証
料
を
補
給

■
農
林
業
の
振
興

・
青
年
就
農
給
付
金
交
付
事
業

・ 

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
の

防
止

　

☟ 

電
気
柵
等
の
設
置
や
有
害
鳥
獣

捕
獲
に
対
す
る
助
成

・ 

河
南
中
部
地
区
の
ほ
場
整
備
の
推

進○

 

新 

道
の
駅
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
構
想
の

策
定

　

☟ 

６
次
産
業
化
な
ど
の
構
想
づ
く

り
そ
の
他

そ
の
他

・
か
な
ん
フ
ェ
ス
の
開
催

○ 新 

町
制
施
行
60
周
年
記
念
事
業
の

検
討
・
準
備

・
庁
舎
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業

　

☟ 
省
エ
ネ
効
果
の
高
い
空
調
・
照

明
設
備
な
ど
へ
の
改
修
を
実
施

○ 新 

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
発
行

○ 新 

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の

策
定

○ 新 

二
輪
車
の
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
の
作
製

○ 新 

新
ふ
る
さ
と
納
税
を
利
用
し
た

地
域
産
品
の
掘
り
起
こ
し

○ 新 

新
南
河
内
広
域
公
平
委
員
会
の

共
同
設
置

○ 新 

地
方
創
生
に
向
け
た
河
南
町
総

合
戦
略
の
策
定　

結
び
に

　

今
後
と
も
、
住
民
の
皆
様
と
の
協

働
の
も
と
、
安
全
・
安
心
、
教
育
・

子
育
て
、
超
高
齢
社
会
へ
の
対
応
な

ど
の
諸
課
題
に
立
ち
向
か
い
、
よ
り

住
み
よ
い
ま
ち
の
実
現
を
目
指
し
て
、

全
身
全
霊
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
、
な
お
一
層
の
ご
支
援
、
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
施
政
運
営
方
針
の
全

文
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
ト
ッ

プ
ペ
ー
ジ
↓
町
長
の
部
屋
）

（http://w
w
w
.tow

n.kanan.
osaka.jp/chochonoheya/index.
htm
l

）内
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

秘
書
企
画
課
秘
書

企
画
係

平成27年度　施政運営方針要旨
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シリーズ人権シリーズ人権

し
あ
わ
せ

し
あ
わ
せ

女
性
医
師
第
一
号

女
性
医
師
第
一
号

　

荻お
ぎ
の
ぎ
ん
こ

野
吟
子
、
時
は
慶
応
か
ら
明
治
へ
移
ろ

う
と
し
て
い
る
時
期
、
北
埼
玉
、
利
根
川
べ

り
の
豪ご

う
の
う農

の
家
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
生し

ょ
う
ら
い来

賢か
し
こく
、
十
歳
頃
に
は
、
姉
が
学
ぶ
漢か

ん
せ
き
し
ょ

籍
書
を

読
み
こ
な
し
て
い
ま
し
た
。

　

十
六
歳
の
時
、
川
上
の
稲
村
家
に
嫁と

つ

ぎ
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
三
年
た
た
ず
し
て
、
吟ぎ

ん
こ子

は
密ひ

そ

か
に
実
家
に
も
ど
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

床と
こ

に
就つ

い
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
症
状
は
発

熱
と
共
に
、
下
腹
部
に
絶
え
ず
痛
み
が
襲お

そ

い
、

そ
れ
が
吟ぎ

ん
こ子
を
苦
し
め
ま
し
た
。

　

漢
学
者
松ま

つ
も
と本
万ま

ん

年ね
ん

師
は
、
姉
達
の
漢
学
の

師し
は
ん範
と
し
て
、
日
を
決
め
て
来
訪
し
て
お
り

ま
し
た
。
当
時
、
漢
学
者
は
漢
方
医
学
に
も

通
じ
て
お
り
、
万ま

ん

年ね
ん

師
も
漢
方
医
と
し
て
の

能
力
も
備
え
て
お
り
ま
し
た
。

　

当
然
、
吟ぎ

ん
こ子
も
、
こ
の
万ま

ん

年ね
ん

師
の
診
察
を

受
け
、
そ
れ
は
当
時
、『
膿の

う
り
ん淋
』と
呼
ば
れ
る

性
病
で
あ
る
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

そ
れ
は
新
婚
の
夫
か
ら
の
感
染
と
分
り
ま
し

た
。

　

万ま
ん

年ね
ん

師
に
娘
が
い
ま
し
た
。
名
を
荻お

ぎ

江え

と

言
い
、
吟ぎ

ん
こ子

よ
り
八
歳
年
上
で
未
婚
で
し
た
。

幼
時
よ
り
父
の
教
え
を
受
け
、
今
は
、
父
が

不
在
の
時
は
、
父
に
代
っ
て
漢
学
の
講
義
を

す
る
程
の
才
女
で
あ
り
ま
し
た
。

　

あ
る
日
、
父
の
指
示
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

吟ぎ
ん
こ子
を
訪
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

先
に
父
か
ら
、
吟ぎ

ん
こ子

の
様
子
に
つ
い
て
は

聴
い
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
吟ぎ

ん
こ子

を
前
に
し

て
、
語
り
始
め
ま
し
た
。

「
嫁
に
行
き
、
子
を
生
む
こ
と
だ
け
が
女
の

勤
め
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
女
子
も
学
問
を
し
、

そ
れ
で
身
を
立
て
て
、
悪
い
わ
け
は
あ
り
ま

せ
ん
。」

　

荻お
ぎ

江え

は
逞た

く
ま

し
さ
と
情
熱
を
も
っ
て
、
迫せ

ま

る

よ
う
に
吟ぎ

ん

子こ

に
対
し
ま
し
た
。

「
夫
と
別
れ
た
と
聞
き
ま
し
た
が
今
、
あ
な

た
は
自
分
で
思
っ
た
と
お
り
に
才
能
を
伸
ば

せ
る
の
で
す
。
諦あ

き
ら
め
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
分

か
り
ま
す
ね
。」

　

吟ぎ
ん
こ子

は
荻お

ぎ

江え

の
燃
え
る
よ
う
な
眼
を
見
つ

め
て
う
な
ず
き
ま
し
た
。

　

秋
も
深
ま
り
、
十
一
月
に
入
っ
た
頃
、

吟ぎ
ん
こ子
は
母
に
、「
東
京
へ
行
っ
て
、
良
い
お
医

者
さ
ん
に
つ
け
ば
、
私
の
病
気
も
治な

お

る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
」と
。

　

か
ね
て
か
ら
、
そ
の
こ
と
も
考
え
て
い
た

母
は
、
早
速
万ま

ん

年ね
ん

師
に
相
談
し
て
み
ま
し
た
。

師
は
、「
私
も
考
え
て
い
た
こ
と
で
す
。
東
京

の
順
天
堂
医
院
に
今
、
日
本
で
は
名
医
と
言

わ
れ
て
い
る
佐さ

と
う藤

尚た
か
な
か中

氏
が
お
ら
れ
る
の
で
、

早
速
依
頼
状
を
書
い
て
あ
げ
よ
う
。」と
。

　

こ
う
し
て
こ
の
依
頼
状
を
持
っ
て
、
吟ぎ

ん
こ子

は
母
に
付
き
添
わ
れ
、
順
天
堂
医
院
を
訪
ね

ま
し
た
。

　

佐さ
と
う藤
尚た

か

中な
か

師
は
万ま

ん

年ね
ん

師
の
依
頼
状
に
目
を

通
す
と
、「
分
か
り
ま
し
た
。で
は
早
速
に
…
」

と
、
診
察
を
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

診
察
室
に
入
る
と
、
そ
こ
に
は
十
名
ば
か

り
の
男
の
門も

ん
か
せ
い

下
生
が
控
え
て
い
ま
し
た
。

　

尚た
か

中な
か

師
は
、
傍そ

ば

の
台
を
示
し
、「
こ
の
台
の

上
に
上
が
っ
て
い
た
だ
こ
う
。」と
、
言
わ
れ
、

門
下
生
の
介か

い
ぞ添

え
で
、
台
の
上
に
上
が
り
ま

し
た
。

「
で
は
、
局
所
を
見
せ
て
い
た
だ
こ
う
。」師

の
そ
の
声
で
、
門も

ん
か
せ
い

下
生
数
名
が
、
吟ぎ

ん
こ子
の
着

衣
を
開
き
、
両
の
大だ

い
た
い
ぶ

腿
部
を
押
さ
え
ま
し
た
。

　

吟ぎ
ん
こ子
は
、
こ
の
後
の
こ
と
を
覚
え
て
お
り

ま
せ
ん
。
驚
き
と
恥
ず
か
し
さ
の
あ
ま
り
、

何
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
時
間
が
過
ぎ

て
い
き
ま
し
た
。

　

診
察
が
終
わ
り
、
門
下
生
に
か
か
え
ら
れ

る
よ
う
に
し
て
台
か
ら
下
り
た
吟ぎ

ん
こ子
の
顔
は

蒼そ
う
は
く白
の
ま
ま
で
し
た
。

「
ゆ
っ
く
り
と
、あ
せ
ら
ず
に
治
療
し
ま
し
ょ

う
。」と
、
言
う
尚た

か

中な
か

師
の
声
も
上
の
空
で
し

た
。

　

室
に
も
ど
っ
た
吟ぎ

ん
こ子
は
母
の
顔
を
見
る
な

り
、
こ
ら
え
て
い
た
涙
が
ド
ッ
と
出
て
き
て
、

母
の
膝ひ

ざ

に
顔
を
伏
せ
て
泣
き
続
け
ま
し
た
。

　

や
が
て
同
室
の
中
年
女
性
に
優
し
く
励
ま

さ
れ
、
徐
々
に
落
ち
つ
き
を
取
り
も
ど
す
と
、

そ
の
女
性
が
吟ぎ

ん
こ子

の
心
の
中
を
見み

す透
か
す
よ

う
に
申
し
ま
し
た
。

「
女
の
先
生
に
診
て
も
ら
え
た
ら
ね
エ
」

「
エ
ッ
、
女
の
先
生
？
」

　

そ
の
女
性
の
言
葉
は
、
吟ぎ

ん
こ子

の
眠
っ
て
い

た
女
の
あ
り
よ
う
に
火
を
点つ

け
ま
し
た
。

『
そ
う
だ
、
女
の
医
者
だ
っ
た
ら
、
こ
ん
な

惨み
じ

め
な
思
い
を
し
な
く
て
も
す
む
ん
だ
。』

　

続
け
て
、
そ
の
女
性
は
申
し
ま
し
た
。

「
で
も
、
日
本
中
、
ど
こ
を
探
し
て
も
女
の

医
者
な
ん
て
い
な
い
ん
だ
よ
ね
」

『
こ
の
日
本
の
国
に
、
女
性
の
医
者
は
一
人

も
い
な
い
？
そ
ん
な
理り

ふ
じ
ん

不
尽
な
こ
と
が
あ
っ

て
い
い
も
の
か
』

　

心
の
中
を
駆か

け
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
想そ

う
ね
ん念

が
、
や
が
て
一
点
に
集
約
さ
れ
て
い
き
ま
し

た
。

そ
し
て
、『
私
が
医
者
に
な
ろ
う
。
こ
の
道
は

必
ず
開
い
て
見
せ
る
』と
、
そ
し
て
退
院
す

る
の
で
す
が
、
当
時
の
医
療
で
、
決
し
て
完

治
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

退
院
後
、
吟ぎ

ん
こ子

は
、
医
学
を
学
ぶ
私し

じ
ゅ
く塾

に

通
い
ま
す
。
常
に
成
績
は
最
上
位
で
し
た
。

こ
の
業ぎ

ょ
う
を
ほ
ぼ
終
え
る
と
、
医
師
国
家
試
験

に
女
性
の
受
験
資
格
を
設
定
す
る
よ
う
政
府

に
要
望
し
ま
す
。
こ
の
努
力
が
果
た
さ
れ
な

い
訳
は
な
く
、
よ
う
や
く
実
現
に
漕こ

ぎ
つ
け

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
明
治
十
七
年
、
こ
の
試
験
に
合

格
、
遂
に
、
日
本
の
女
性
医
師
第
一
号
と
な

る
の
で
す
。

引
用
文
献　

角
川
書
店
刊

　

渡
辺
淳
一
著　
「
花は

な
う
ず埋

み
」

（
元
四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学
講
師

　

岡
本　

次
男
）

女医（現代）
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予
算

平
成
27
年
度

年
度
当
初
比
15
．2
％
増
）で
す
。前
年
度
当
初

予
算
は
、町
長
選
挙
の
関
係
で
骨
格
予
算
で

あ
っ
た
た
め
、そ
の
後
の
肉
付
け
予
算（
６
月
補

正
）後
と
の
比
較
で
は
、5.4
％
の
増
で
す
。

　

一
般
会
計
は
54
億
８
，１
７
８
万
円
で
、国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
ほ
か
6
特
別
会
計（
水
道

事
業
会
計
含
む
）は
57
億
８
７
８
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す（
表
参
照
）。

　

町
で
は
、持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
を
進
め

て
い
く
た
め
、施
策
の
選
択
と
集
中
を
図
り
、住

民
の
皆
さ
ん
の
立
場
に
立
っ
て
、予
算
編
成
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
の
当
初
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。

予
算
総
額
は
、１
１
１
億
９
，０
５
６
万
円（
前

一
般
会
計

　

平
成
27
年
度
予
算
は
、厳
し
い
財
政
状
況
に

あ
る
な
か
、第
四
次
総
合
計
画
お
よ
び「
河か

南な

ノ

ミ
ク
ス﹇
七
本
の
矢
﹈」か
ら
、教
育
・
子
育
て
分

野
を
中
心
に
、中
学
校
の
普
通
教
室
す
べ
て
と

特
別
教
室
に
エ
ア
コ
ン
を
整
備
す
る
な
ど「
地

方
創
生
」の
実
現
を
図
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

一
般
会
計
の
予
算
の
概
要
は
グ
ラ
フ
の
と
お

り
で
す
。

歳 

入

　

町
税
は
、新
増
築
家
屋
の
増
に
よ
る
固
定
資

産
税
の
増
な
ど
に
よ
り
、14
億
９
，８
７
５
万
円

（
前
年
度
当
初
比
0.5
％
増
）、地
方
交
付
税
は
、17

億
７
，０
０
０
万
円（
前
年
度
同
額
）を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、繰
入
金
は
、財
源
不
足
を
補
う
た

め
財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
な
ど
に
よ

り
、２
億
９
，３
７
５
万
円
、町
債
は
、３
億
８
，

０
６
０
万
円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳 

出

　

民
生
費
は
、17
億
８
，７
９
４
万
円（
前
年
度

当
初
比
5.1
％
増
）で
、児
童
手
当
給
付
事
業
や
石

川
保
育
園
運
営
事
業
な
ど
、子
育
て
環
境
の
向

上
に
努
め
ま
す
。

　

総
務
費
は
、８
億
７
，０
５
１
万
円（
同
31
．

9
％
増
）で
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
た
め
の
シ

ス
テ
ム
整
備
や
、庁
舎
の
太
陽
光
発
電
設
備
の

設
置
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

教
育
費
は
６
億
８
，９
５
５
万
円（
同
20
．

4
％
減
）で
、中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
や
各
小

学
校
に
図
書
館
司
書
を
配
置
す
る
な
ど
、教
育

環
境
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、土
木
費
５
億
５
，８
０
３
万
円

（
同
79
．5
％
増
）、衛
生
費
５
億
89
万
円（
同

4.8
％
減
）、消
防
費
２
億
４
，５
８
０
万
円（
同
16
．

7
％
増
）な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※「その他」の内訳
　地方譲与税 4,400万円
　利子割交付金 800万円
　配当割交付金 2,000万円
　株式等譲渡所得割交付金 1,100万円
　地方消費税交付金 2億6,200万円
　ゴルフ場利用税交付金 4,200万円
　自動車取得税交付金 1,300万円
　地方特例交付金 1,100万円
　交通安全対策特別交付金 200万円

※「使用料ほか」の内訳
　　分担金および負担金 200万円
　　使用料および手数料 14,956万円
　　財産収入 437万円
　　繰越金 3,000万円

自主財源・・・町税や使用料など、町が自主的に徴収・収納
　　　　　　　することができる財源をいいます。
依存財源・・・国や府の関与を受ける財源をいいます。

総額 111億9,056万円総額 111億9,056万円
一般会計　54億8,178万円一般会計　54億8,178万円

歳　入

町

税
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一
般
会
計　

補
正
予
算

　

国
の
緊
急
経
済
対
策
の
補
正
予
算
に
伴
い
、

一
般
会
計
に
お
い
て
交
付
金
の
対
象
と
な
る
一

部
の
事
業
を
平
成
26
年
度
に
前
倒
し
し
、７
号

補
正
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
予
算
は
、地
方
創
生
を
実
現
す
る
た
め

の
事
業
を
前
倒
し
で
実
施
す
る
も
の
で
あ
り
、

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
発
行
や
地
域
バ
ス
の

実
証
運
行
、河
南
町
版
総
合
戦
略
の
策
定
の
ほ

か
、か
な
ん
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
な
ど
、新

規
・
拡
充
事
業
を
計
上
し
、平
成
27
年
度
当
初

予
算
と
一
体
と
な
っ
て
執
行
し
ま
す
。

　

７
号
補
正
予
算
は
９
，８
４
２
万
円
を
計
上

し
、当
初
予
算
と
合
わ
せ
た
一
般
会
計
の
総
額

は
55
億
８
，０
２
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

人
事
財
政
課
財
政
係

平成27年度　主要事業

平成26年度3月（7号補正予算）

総額 111億9,056万円

歳　出

■会計別の当初予算

会　　　計　　　名 予　算　額 対前年度
増減率

一 般 会 計 54億8,178万円 6.9％

特　

別　

会　

計

国民健康保険特別会計 23億3,341万円 16.6％

後期高齢者医療特別会計 2億2,959万円 4.2％

介 護 保 険 特 別 会 計 14億4,351万円 6.2％

下水道事業特別会計 5億9,773万円 22.5％

土 地 取 得 特 別 会 計 131万円 △ 8.4％

簡易水道事業特別会計 1,065万円 9.6％

水道事業会計

収益的
収入 4億5,151万円 10.9％

支出 6億 200万円 50.7％

資本的
収入 9,796万円 164.3％

支出 4億9,058万円 348.5％

予　算　総　額 111億9,056万円 15.2％

一人ひとりが輝くまちづくり
人権啓発事業 289万円
英語青年招致事業（中学校） 435万円
英語および国際理解教育推進事業（小学校） 1,060万円
中学生海外学習事業 629万円
公民館図書室移転事業 1,000万円
子どもたちの笑顔あふれるまちづくり
子ども医療助成事業 4,423万円
子育てセンター事業 784万円
子育て支援一時預かり事業 615万円
心理相談員配置事業 420万円
児童手当給付事業 2億3,970万円
石川保育園運営事業 1億1,910万円
母子保健事業 1,507万円
英語子育て支援事業 204万円
学習状況向上事業 158万円
エアコン設置事業（中学校） 7,000万円
安全で安心して暮らせるまちづくり
地区防犯灯維持管理助成事業 203万円
町防犯カメラ設置事業 627万円
障がい者自立支援給付等事業 1億8,730万円
農村環境改善センター等改修事業 5,980万円
予防接種事業 3,387万円
消防事務委託事業 2億744万円
避難所表示板設置等事業 700万円
１００歳体操普及啓発事業 145万円
快適な生活基盤の充実したまちづくり
交通安全施設設置改修事業 4,092万円
集落内道路改修事業 1,800万円
町道整備事業 4,556万円
道路照明ＬＥＤ化事業 37万円
橋梁長寿命化事業 1億930万円
準用河川天満川改修事業 1,028万円
公共下水道整備事業 2億2,185万円
施設改良事業（企業団委託事業） 2億4,924万円
美しい水とみどり豊かなにぎわいのあるまちづくり
庁舎太陽光発電設備設置事業 5,344万円
ごみ減量対策事業 2,923万円
土地改良整備調査事業 673万円
かなん桜まつり実施事業 110万円
観光ＰＲサイン設置事業 500万円
その他
マイナンバー制度対応事業 7,559万円
公共施設等総合管理計画策定事業 300万円
町税納税環境事業 123万円
知事選挙事業 631万円
府議会議員選挙事業 434万円

国の補正予算に伴う前倒し事業
かなんプレミアム付商品券発行事業 2,999万円
かなん公共交通活性化事業 1,046万円
かなんふるさと商品発見・発信事業 484万円
ご当地ナンバープレート交付事業 209万円
３人っ子応援事業 1,308万円
すくすく育てよう新応援事業 751万円
かなん健康マイレージ事業 200万円
かなん観光資源発掘事業 586万円
イングリッシュキャンプ実施事業 100万円
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▽
投
票
日
時　

４
月
12
日（
日
）　

午
前
7
時
〜

午
後
8
時（
即
日
開
票
）

▽
投
票
で
き
る
人　

日
本
国
民
で
平
成
７
年
４

月
13
日
以
前
に
生
ま
れ
、
平
成
27
年
１
月
２
日

以
前
か
ら
引
き
続
き
、
町
の
住
民
基
本
台
帳
に

登
録
さ
れ
て
い
る
人

▽
選
挙
区　

富
田
林
市
、
大
阪
狭
山
市
お
よ
び

南
河
内
郡（
定
数
２
）

投
票
所
入
場
整
理
券

　

圧
着
式
の
ハ
ガ
キ（
４
人
ま
で
連
記
。
５
人

以
上
の
世
帯
は
、
複
数
送
付
と
な
り
ま
す
）を

各
世
帯
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、
投
票
時
は
各
自

切
り
離
し
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
本
券
は
、

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
本
人
か
ど
う

か
の
確
認
を
円
滑
に
行
う
た
め
の
も
の
で
す
。

　

も
し
、
投
票
所
入
場
整
理
券
が
届
か
な
か
っ

た
り
、
紛
失
し
た
り
し
た
場
合
で
も
、
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
は
投
票
で
き
ま
す

の
で
、
投
票
所
の
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票

　

期
日
前
投
票
制
度
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

▽
投
票
で
き
る
人　

投
票
日
に
次
の
よ
う
な
事

情
で
投
票
所
へ
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、

宣
誓
書
を
提
出
の
う
え
、
期
日
前
投
票
が
で
き

ま
す（
宣
誓
書
は
投
票
場
所
に
用
意
し
て
い
ま

す
）。

・ 

仕
事
に
従
事
す
る

・ 

冠
婚
葬
祭
な
ど
の
予
定
が
あ
る

・ 

レ
ジ
ャ
ー
や
買
い
物
な
ど
何
ら
か
の
用
事
で

投
票
区
の
区
域
外
へ
出
掛
け
る

不
在
者
投
票

滞
在
地
に
お
け
る
不
在
者
投
票

　

出
張
な
ど
で
遠
隔
地
に
滞
在
し
て
い
る
た
め

投
票
日
に
投
票
で
き
な
い
人
は
、
最
寄
り
の
選

挙
管
理
委
員
会
で
必
要
書
類
を
入
手
し
、
町
選

挙
管
理
委
員
会
に
投
票
用
紙
を
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。
投
票
用
紙
が
届
い
た
ら
最
寄
り
の
選
挙

管
理
委
員
会
で
投
票
で
き
ま
す
。
郵
送
な
ど
に

日
数
が
か
か
る
た
め
、
早
め
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

指
定
施
設
で
の
不
在
者
投
票

　

都
道
府
県
の
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
不
在
者

投
票
施
設
と
し
て
指
定
さ
れ
た
病
院
、
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
に
入
院
、
入
所
中
の
人
は
そ
の
施

設
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病
者
手
帳
を

持
っ
て
い
る
人
、
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
る
人
で
、
障
が
い
な
ど
の
程
度
が
対

象
に
該
当
す
る
人
は
、
一
般
の
不
在
者
投
票
の

ほ
か
に
、
自
宅
な
ど
で
投
票
が
で
き
る「
郵
便

な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
」の
方
法
が
あ
り
ま

す
。代

理
投
票

　

身
体
の
障
が
い
な
ど
の
た
め
、
投
票
用
紙
に

候
補
者
の
氏
名
を
書
く
こ
と
が
で
き
な
い
人
の

た
め
の
制
度
で
す
。

　

代
理
投
票
を
希
望
す
る
場
合
は
、
投
票
所
で

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
投
票
管
理
者
が
代
理
投

票
の
事
由
を
認
め
た
と
き
、
代
理
投
票
を
行
う

人
の
補
助
を
す
る
人（
２
人
）を
選
び
ま
す
。
１

人
は
そ
の
人
が
指
示
す
る
候
補
者
氏
名
を
記
載

し
、
も
う
１
人
が
立
ち
会
い
、
投
票
で
き
ま
す
。

手
話
通
訳
者
の
派
遣

　

投
票
日
に
は
、
投
票
所
で
の
名
簿
対
照
や
代

理
投
票
な
ど
の
投
票
方
法
の
説
明
や
投
票
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
の
た
め
に
手
話
通
訳
者
が
役

場
で
待
機
し
て
い
ま
す
。

　

必
要
な
人
は
、
投
票
所
へ
手
話
通
訳
者
を
派

遣
し
ま
す
の
で
、
事
前
に
町
選
挙
管
理
委
員
会

へ
申
し
込
む
か
、
投
票
所
で
係
員
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

選
挙
公
報
朗
読

　
　

 

テ
ー
プ
の
配
布

　

視
覚
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
を
対
象
に
、
選

挙
公
報
な
ど
を
朗
読
し
録
音
し
た
カ
セ
ッ
ト

テ
ー
プ
を
配
布
し
ま
す
。

　

希
望
す
る
人
は
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
へ
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い（
過
去
の
選
挙
に
お
い
て

申
し
込
み
を
し
た
こ
と
の
あ
る
人
は
、
こ
れ
ま

で
ど
お
り
郵
送
さ
れ
ま
す
）。

▽期日前投票所

４
月
４
月
1212
日日((

日日))

はは

    
大
阪
府
議
会
議
員
選
挙
の

大
阪
府
議
会
議
員
選
挙
の

　
　
　
　
　
　

投
票
日
で
す

　
　
　
　
　
　

投
票
日
で
す

場　所 日　時

役場４階
401会議室

４月４日（土）～
11日（土）　

午前８時30分～
午後８時

青崩地区
集落センター

４月６日(月)
午後１時～４時
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最
近
、
住
所
を

異
動
し
た
人
の
投
票

　

最
近
、
住
所
を
異
動
し
た
人
は
、
投
票
の
場

所
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す（
次
の
表
を
参

照
）。

　

平
成
27
年
１
月
３
日
以
後
、
大
阪
府
内
の
市

町
村
間
で
住
所
を
異
動
し
た
人
は
、
前
住
所
地

で
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
そ
の
た

め
に
は
前
住
所
地
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

前
住
所
地
で
投
票
す
る
際
に
は
、
市
区
町
村

で
発
行
す
る「
引
き
続
き
大
阪
府
内
に
住
所
を

有
す
る
旨
の
証
明
書
」を
提
示
し
な
け
れ
ば
投

票
で
き
ま
せ
ん
。

　

投
票
日
ま
で
に
最
寄
り
の
役
所
の
住
民
票
を

担
当
す
る
窓
口
で
、「
引
き
続
き
大
阪
府
内
に
住

所
を
有
す
る
旨
の
証
明
書
」の
交
付
を
受
け
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
証
明
書
発
行
に
つ

い
て
は
、
住
民
票
を
担
当
す
る
係
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

※
最
近
２
回
以
上
住
所
を
異
動
し
た
人
は
、
取

り
扱
い
の
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
総
務
課
内
）

河南町のカナちゃん

※は、投票する際に、市区町村が発行する「引き続き大阪府内に住所を有する旨の証明書」
が必要です。

（一須賀 76番地）

（さくら坂一丁目１番 1号）

（神山 19番地）

第１投票所 (石川 )

対象地区 大ヶ塚、一須賀、東山、山城

中央保育園分室
対象地区 北加納、南加納、白木、長坂、今堂、平石、

寺田、鈴美台一丁目～三丁目

第２投票所 (白木 )

河内小学校 (体育館 )
対象地区 持尾、弘川、下河内、上河内、青崩、

さくら坂一丁目～四丁目、さくら坂南

第３投票所 (河内 )

中村小学校 (体育館 )
対象地区 芹生谷、馬谷、中、神山、寛弘寺

第４投票所 (中村 )

大宝地区公民館 (集会室 )
対象地区 大宝一丁目～五丁目

第５投票所 (大宝 )

（白木 1353番地）

（大宝一丁目２番４号）

至 

馬
谷

中
村
バ
ス
停

石川保育園（遊戯室）

石川保育園
（遊戯室）

中
地
区  

老
人
集
会
所

（集会室）

中村小学校
（体育館）

（体育館）

大宝地区公民館

河内小学校

中央保育園分室

至上河内

至持尾

さくら坂南

さくら坂

投票所一覧 届出の別 届出の日
投票場所・投票の可否

新住所地で
投票できる

前住所地で
投票できる

投票
できない

転
入
届
を
し
た
人

他府県から
転入した人

平成27年
1月2日以前 ○

平成27年
1月3日以後 ○

大阪府内の
他の市町村から
転入した人

平成27年
1月2日以前 ○

平成27年
1月3日以後 ※

転
出
届
を
し
た
人

他府県へ
転出した人 全期間 ○

大阪府内の
他の市町村へ
転出した人

平成27年
1月2日以前 ○

平成27年
1月3日以後 ※

転居届をした人
（河南町内）

町の選挙管理委員会に投票所の確認をし、該当する投票
所で投票してください
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河南ＪＴＣが
優秀な成績を収めました

　

　1月24日・25日に滋賀県長浜ドームで行われた第18回近畿
小学生選抜インドアテニス大会（参加数：男子72ペア、女子
72ペア）に、町スポーツ少年団所属の河南ＪＴＣの辻元芽唯
さん、大野琉月さん、大野充輝さん、山田想さん、森風歌さ
ん、原佳希さんが出場しました。
　辻元芽唯さんが団体の部（大阪Ａチーム）で優勝、個人の部
で第３位と優秀な成績を収めました。
※随時部員募集中（見学・体験可）です。ソフトテニスに興味
のある人は、ホームページ（http://trust-net.info/KananJTC）
をご覧ください。
▷問い合わせ　河南ＪＴＣ　辻元　☎090（1447）4808

河内弁クイズ

▷応募方法　クイズの答え、住所、氏名（ふりが
な）、年齢、電話番号、広報に関する意見や好き
なページがあれば書き添えて応募してください。
▷宛先　ハガキ：〒585-8585（住所不要）河南町
役場秘書企画課　河内弁クイズ係
　ＦＡＸ：（93）4691
　Ｅメール：kouhou@town.kanan.osaka.jp

▷応募期限　4月15日（当日消印有効）
▷3月号の広報クイズの正解　③「からかう」
▷当選者　抽選の結果、次の二人に図書カードを
お送りします（応募総数23通）。〔敬称略〕
朝山智子（中）、藤木憲子（大宝一丁目）

今月の河内弁

QRコードを携帯電話のカ
メラ機能で撮影するとE
メールアドレスが読み取れ
て、すぐにメールが送れる
よ！
皆さんの応募
をお待ちして
います♪

河南町のカナちゃん

～500円分の図書カードが当たる！～
　普段使っている言葉からちょっと珍しい言葉ま
で、さまざまな問題が登場します。正解者の中から
2人に500円分の図書カードを贈ります。
　さあ、家族みんなで相談しあって河内弁クイズに
挑戦し、河内弁マスターになりましょう！

「ちょかちょか」の意味と使い方として正しいものは？

①意　味「がさがさ」　
　使い方「入学式でちょかちょかするなよ」

②意　味「ふらふら」
　使い方「酒に酔って足元がちょかちょかするわ」

③意　味「ばたばた」
　使い方「引っ越しの準備でちょかちょかしてる」

▷問い合わせ　環境・まちづくり推進課

水筒の正しい使用方法を
ご存知ですか

シリーズ「かしこい消費者になるために」
　これからの季節、水筒を使う機会も増えるのではない
でしょうか。しかし、水筒の使用方法や管理方法を間違
えると大変なことになります。事故防止のためにも、製
品の取扱説明書をよく読み、正しく使用しましょう。
● 以下の飲み物は、絶対、水筒に入れないようにしましょ
う。破損・腐食などの原因になります。

・炭酸飲料、ドライアイス
・牛乳、乳飲料、果汁など腐敗しやすいもの
・塩分を多く含んだもの
・お茶の葉や果肉入りのもの
● 「保冷専用」と書かれた水筒には、熱い飲み物は入れな
いようにしましょう。

・ 熱い飲み物が直接口内に入ると、やけどの原因になる
ほか、内部の圧力が上がり、キャップユニットが外れ、
飲み物が漏れることがあります。 スマートフォンのApp Store

またはPlayストアでダウン
ロードできます！

※印の写真は、差し上げられません。

※
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河南サッカークラブ

南河内スポーツ少年団
２年生大会で優勝！

　

　町スポーツ少年団の河南サッカークラブ２年生は、２月11
日に藤井寺青少年運動広場で開催された南河内スポーツ少年
団２年生大会において、見事優勝しました。
※５歳～小学６年生男女のクラブ員募集中です。
▷問い合わせ　河南サッカークラブ宮本宅　☎（93）5573

町体育協会バウンドテニス連盟

  町民オープンデー開催！
　バウンドテニスは、年齢に関係なく誰にでも楽しめるテニ
スを小型化したような屋内スポーツで、高齢の人も楽しんで
プレーできます。
▷日時　４月26日(日)　午前10時～午後３時の間で都合の良
い時間（１時間程度）
▷場所　ぷくぷくドーム
▷参加料　無料
▷持ち物　運動のできる服装、運動靴（上履き）、タオル、飲
み物など
※活動中の怪我などの責任は、連盟では負えませんのでご了
承ください。
▷申込・問い合わせ　バウンドテニス連盟　玉井宅　☎（93）
8040または、ぷくぷくドーム　☎（93）8866

僕の夢
川尻　祥さん

（中村小学校６年）
　

ぼ
く
の
夢
は
、
お
父
さ
ん
の
後
継
ぎ

で
、
理
容
師
か
美
容
師
に
な
る
こ
と
で

す
。
な
ぜ
な
ら
、
毛
を
切
る
仕
事
だ
と
、

お
客
さ
ん
も
喜
ん
で
く
れ
る
か
ら
で
す
。

　

お
父
さ
ん
の
お
客
さ
ん
は
、
お
父
さ

ん
の
こ
と
を
あ
だ
名
で
呼
ん
で
い
た
の

で
、
ぼ
く
も
そ
の
く
ら
い
お
客
さ
ん
と

親
し
く
な
り
た
い
で
す
。
お
客
さ
ん
と

親
し
く
な
っ
た
ら
、
会
話
な
ど
も
緊
張

せ
ず
に
で
き
る
し
、
そ
の
お
客
さ
ん
が

友
だ
ち
に「
あ
の
お
店
い
い
よ
。」と
か

言
わ
れ
る
ぐ
ら
い
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

　

お
父
さ
ん
の
所
に
は
、
小
・
中
・
高

の
学
生
の
時
か
ら
ず
っ
と
来
て
い
る
人

も
い
ま
す
。
ぼ
く
も
知
っ
て
い
る
お
客

さ
ん
が
い
て
、
名
前
を
覚
え
ら
れ
た
の

で
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
ぼ
く
も
大
人

に
な
っ
て
子
ど
も
が
で
き
る
頃
に
は
、

自
分
の
お
店
を
開
い
て
、
お
客
さ
ん
に

喜
ん
で
も
ら
え
る
と
い
い
で
す
。
だ
け

ど
今
は
、
お
店
を
開
け
な
い
の
で
、
お

店
で
タ
オ
ル
を
干
し
た
り
、
パ
ー
マ
に

使
っ
た
も
の
の
整
理
等
の
お
手
伝
い
を

が
ん
ば
っ
て
や
っ
て
い
ま
す
。
他
に
も
、

お
父
さ
ん
の
仕
事
を
こ
っ
そ
り
見
た
り
、

練
習
用
の
毛
を
切
る
た
め
に
ハ
サ
ミ
を

使
っ
た
り
も
し
て
い
ま
す
。

　

ぼ
く
が
大
人
に
な
っ
て
か
ら
開
く
、

さ
ん
ぱ
つ
の
お
店
は
、
将
来
お
父
さ
ん

が
見
に
来
た
時
に
、「
い
い
店
だ
な
あ
。」

と
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
今
の
お

店
に
は
な
い
も
の
を
作
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

写っている人に写真を差し上げます。希望者は秘書企画課に連絡してください。

老お

い
て
な
ほ
惜せ
き
し
ゅ
ん春の
心こ
こ
ろし
み
じ
み
と

節　

子

春は
る
は
や
て

疾
風
竹た
け

百ひ
ゃ
っ

幹か
ん

の
う
ね
り
か
な　弘　

子

千せ
ん
ね
ん年
の
歴れ
き
し史
の
谷た
に

や
花は
な
ふ
ぶ
き

吹
雪　
　
　
千
代
子

か
つ
ら
ぎ
の
峯み

ね

を
遠と

お
め目

に
野の

に
遊あ

そ

ぶ

攝　

子

香か

に
ひ
か
れ
花は

な

盗ぬ
す
び
と人

や
野の

水ず
い
せ
ん仙　

　
君　

代

錦に
し
き
ご
い鯉

花は
な
く
ず屑

つ
け
て
寄よ

り
来き

た

る　
　清　

子

わ
が
町ま
ち

を
一い

ち
ぼ
う望

せ
ん
と
登と

う

高こ
う

す　
　
順　

子

囀
さ
え
ず
りの

坩る
つ
ぼ堝

と
言い

は
ん
弘ひ

ろ

川か
わ
じ寺　

　セ
ツ
子

天て
ん
り
ゅ
う
じ

龍
寺
龍り
ゅ
うの
謂い
わ

れ
の
御ぎ
ょ

忌き

法ほ
う
わ話　

　
庸　

子

山や
ま
住ず

み
の
目め

ざ
と
か
り
け
り
山や
ま
の
独う
ど活

千
香
子

毎
月
第
１
水
曜
日
の
午
後
１
時
か

ら
３
時
ま
で
、
中
央
公
民
館
工
作

室
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

※
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保険料の納め忘れはありませんか
保険料は納期限までに納めましょう。

　

介
護
保
険
事
業
の
円
滑
な
運
営
を

図
る
た
め
、
3
年
ご
と
に
介
護
保
険

事
業
計
画
を
策
定
し
、
サ
ー
ビ
ス
費

用
の
見
込
量
等
に
基
づ
き
、
介
護
保

険
料
を
算
定
し
て
い
ま
す
。

　

第
6
期
介
護
保
険
事
業
計
画（
平

成
27
年
度
〜
29
年
度
）に
お
け
る
65

歳
以
上
の
人（
第
１
号
被
保
険
者
）の

介
護
保
険
料
は
、
表
の
と
お
り
と
な

り
ま
す
。
保
険
料
は
、
各
年
度
の
町

民
税
課
税
状
況
や
前
年
の
合
計
所
得

金
額
に
応
じ
て
算
定
し
、
12
段
階
で

金
額
を
決
定
し
ま
す
。

　

介
護
保
険
料
は
、
計
画
期
間
に
合

わ
せ
て
３
年
ご
と
に
見
直
さ
れ
、
第

６
期
計
画
期
間
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
等

総
事
業
費
見
込
み
額
か
ら
65
歳
以
上

の
人（
第
１
号
被
保
険
者
）の
利
用
者

負
担
割
合（
22
％
）相
当
額
を
見
込
ん

で
、
保
険
料
基
準
額
を
決
定
し
ま
す
。

　

第
６
期
計
画
期
間
の
サ
ー
ビ
ス
利

用
量（
給
付
費
）は
、
第
５
期
と
比
較

し
て
増
加
す
る
と
見
込
ま
れ
ま
す
が
、

介
護
給
付
費
準
備
基
金
の
取
り
崩
し

や
多
段
階
化（
10

12
段
階
）、
消
費

税
の
引
上
げ
に
伴
う
第
１
段
階
の
公

費
投
入
に
よ
る
軽
減
措
置
な
ど
に
よ

り
、
保
険
料
の
上
昇
の
抑
制
に
努
め

ま
し
た
。

●
介
護
保
険
料
額

　

仮
決
定
通
知
書
を

　

４
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す

　

65
歳
以
上
の
人（
第
１
号
被
保
険

者
）を
対
象
に
、
４
月
中
旬
に
介
護

保
険
料
額
仮
算
定
決
定
通
知
書
を
送

付
し
ま
す
。

　

介
護
保
険
料
は
、
前
年
の
所
得
金

額
や
世
帯
の
課
税
状
況
を
基
に
決
定

し
ま
す
が
、
４
月
１
日
現
在
で
は
、

26
年
中
の
所
得
金
額
が
確
定
で
き
な

い
た
め
、
前
年
の
保
険
料
額
お
よ
び

段
階
を
基
に
仮
決
定
し
た
保
険
料
額

を
納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

《
特
別
徴
収（
年
金
か
ら
天
引
き
）で

納
付
し
て
い
る
人
》

　

仮
決
定
し
た
保
険
料
の
納
付
は
、

4
月
・
6
月
・
8
月
分
の
3
回
で
す
。

4
月
の
保
険
料
額
は
、
平
成
27
年
2

月
に
納
付
し
た
保
険
料
相
当
額
に
な

り
ま
す
。

《
普
通
徴
収（
納
付
書
ま
た
は

口
座
振
替
）で
納
付
し
て
い
る
人
》

　

仮
決
定
し
た
保
険
料
の
納
付
は
、

4
月
・
5
月
・
6
月
分
の
３
か
月
で

す
。
１
か
月
分
の
保
険
料
額
は
、
平

成
26
年
度
の
保
険
料
額（
年
額
）を
12

か
月
で
割
っ
た
金
額
に
な
り
ま
す
。

● 

年
間
保
険
料
は

７
月
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

平
成
27
年
度
の
年
間
介
護
保
険
料

は
、
27
年
度
の
住
民
税
額
が
確
定
し

た
後
の
７
月
に
決
定
し
、
新
た
に
納

め
る
保
険
料
額
を
通
知
し
ま
す
。

　

７
月
に
確
定
す
る
介
護
保
険
料
は
、

４
月
中
旬
に
通
知
す
る
仮
決
定
保
険

料
を
差
し
引
い
た
金
額
と
な
り
ま
す
。

※「
第
６
期
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

及
び
介
護
保
険
事
業
計
画
」の
内
容

は
、
４
月
上
旬
に
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
ま
す
。

● 

４
月
か
ら
介
護
保
険
制
度
の

一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

・ 
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
新
規
入

所
者
が
原
則「
要
介
護
３
」以
上
の

人
に
限
定
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
し
、

現
在
入
所
中
の
人
は
引
き
続
き
入

所
で
き
ま
す
。

・ 

予
防
給
付
の
う
ち「
訪
問
介
護
」と

「
通
所
介
護
」に
つ
い
て
、
町
が
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
取
り
組
み
が

で
き
る
地
域
支
援
事
業
へ
の
移
行

時
期
を
平
成
29
年
度
か
ら
と
し
、

そ
れ
ま
で
は
従
来
ど
お
り
の
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

▽
問
い
合
わ
せ　

高
齢
障
が
い
福
祉

課
介
護
保
険
係

800

平
成
平
成
2727
年
度
か
ら
の

年
度
か
ら
の

　

介
護
保
険
料
が

　

介
護
保
険
料
が

　
　
　

決
ま
り
ま
し
た

　
　
　

決
ま
り
ま
し
た

　　

  

〜〜
6565
歳
以
上
の
人（
第
１
号
被
保
険
者
）〜

歳
以
上
の
人（
第
１
号
被
保
険
者
）〜

１か月当たりの
月額基準保険料額
5,522円

（平成24～26年度
4,935円）
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《
健
康
診
査
》

　

大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
被
保
険

者
へ
、
４
月
下
旬
頃
に「
健
康
診
査
受
診
券
」を『
受

診
券
在
中
』と
記
載
さ
れ
た
封
筒
で
送
付
し
ま
す（
年

度
途
中
で
75
歳
に
な
る
人
に
は
、
誕
生
月
の
翌
月
当

初
に
順
次
送
付
し
ま
す
）。

　

受
診
券
が
届
き
ま
し
た
ら
、
住
民
健
診
ま
た
は
広

域
連
合
が
指
定
す
る
医
療
機
関
で
、
受
診
券
に
記
載

さ
れ
た
有
効
期
限
ま
で
無
料（
年
度
中
に
１
回
）で
健

診
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
事
前
に
医
療
機
関
な
ど
に
連

絡
の
う
え
、
受
診
券
と
被
保
険
者
証
を
忘
れ
ず
に
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
長
期
入
院
中
や
施
設
入
所
中
の
人
な
ど

は
、
病
院
・
施
設
な
ど
に
お
い
て
健
康
管
理
が
図
ら

れ
て
い
る
た
め
、
健
康
診
査
の
受
診
券
は
送
付
さ
れ

ま
せ
ん
。

《
人
間
ド
ッ
ク
費
用
の
一
部
助
成
》

　

大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で
は
、
被
保

険
者
が
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
し
た
場
合
の
費
用
の
一

部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

費
用
の
助
成
を
受
け
る
時
は
、
必
要
書
類
を
持
参

し
、
町
保
険
年
金
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
助
成

は
年
度
中（
４
月
１
日
か
ら
翌
年
３
月
31
日
ま
で
）１

回
限
り
で
、
上
限
は
２
６
，０
０
０
円
で
す
。

▽
申
請
に
必
要
な
も
の　

人
間
ド
ッ
ク
の
領
収
書
の

コ
ピ
ー
、
人
間
ド
ッ
ク
検
査
結
果
通
知
書
な
ど
の
コ

ピ
ー（
検
査
項
目
が
確
認
で
き
る
も
の
）、
被
保
険
者

証
、
口
座
情
報
が
わ
か
る
も
の
、
印
鑑

▽
問
い
合
わ
せ

大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合　

資
格
管
理
課　

☎
０
６（
４
７
９
０
）２
０
２
８

給　

付　

課　

☎
０
６（
４
７
９
０
）２
０
３
１

ま
た
は
町
保
険
年
金
課
老
人
医
療
係

○被保険者所得割額の軽減
　所得割額の賦課対象者のうち、所得
割額算定にかかる所得金額が58万円
以下（年金収入のみの場合は、その収
入が211万円以下（注２））の人につい
ては、所得割額が一律５割軽減されま
す。
（注２）収入のあった年の12月31日
時点で65歳以上の人の場合。

○会社の健康保険などの被扶養者で
あった人の保険料の軽減
　後期高齢者医療制度に加入する日の
前日において、会社の健康保険や共済
組合、船員保険の被扶養者であった人
は、所得割額は課されず、被保険者均
等割額の９割が軽減されます。
※国民健康保険・国民健康保険組合に
加入していた人は対象となりません。

《保険料の軽減が受けられる場合》
○被保険者均等割額の軽減
　世帯の所得水準に応じて保険料の被保険者均等割額（52,607円）が
軽減されます。

《平成27年度の保険料算定方法（大阪府）》

（注１）所得割額の賦課のもととなる所得金額は、前年の総所得金額および山林所
得金額並びに他の所得と区分して計算される所得の金額の合計から基礎控除額
33万円を控除した額です（雑損失の繰越控除額は控除しません）。

平成27年度保険料率は、平成26年度と同じです（２年ごとに設定）。

※基礎控除額などの数値については、今後の税法改正などによって変動することがあります。
※軽減に該当するかどうかを判断するときの総所得金額などには、専従者控除、譲渡所得の特別
控除の税法上の規定は適用されません。
※国民健康保険と同様、当分の間、年金収入につき公的年金等控除を受けた65歳以上の人には、
公的年金などに係る所得金額から15万円が控除されます。
※世帯主が被保険者でない場合でも、その世帯主の所得が軽減判定の対象となります。

保険料
（年額）

（限度額57万円）
＝ ＋
被保険者均等割額
被保険者１人当たり
52,607円

所得割額
賦課のもととなる所得金額（注１）
×所得割率10.41％

所得の判定区分 軽減割合 軽減後の被保険者
均等割額（年額）

①下欄②に属する被保険者であり、かつ、当該世
帯の被保険者全員の各所得が０円であるとき
（ただし、公的年金等控除額は80万円として
計算する）

9割 5,260円

②世帯（同一世帯内の被保険者と世帯主）の総所
得金額等が、基礎控除額（33万円）を超えな
いとき

8.5 割 7,891円

③世帯（同一世帯内の被保険者と世帯主）の総所
得金額等が【基礎控除額（33万円）＋26万
円×被保険者の数】を超えないとき

5割 26,303円

④世帯（同一世帯内の被保険者と世帯主）の総所
得金額等が【基礎控除額（33万円）＋47万
円×被保険者の数】を超えないとき

2割 42,085円

健
康
診
査
・
人
間
ド
ッ
ク

費
用
の
助
成

健
康
診
査
・
人
間
ド
ッ
ク

費
用
の
助
成

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　
　
　
に
関
す
る
お
知
ら
せ

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　
　
　
に
関
す
る
お
知
ら
せ
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